


日本は北緯20度から45度の中緯度に位置し、南北約3,000kmにわた

り数千の大小さまざまな島しょが細長く連なる島国で、亜熱帯から亜寒

帯までの幅広い生態系が見られます。国土の約３分の２を森林が占め、

海岸から山岳まで標高差の大きい複雑な地形が広がり、季節風の影響に

よるはっきりとした四季の変化があります。こうしたことにより多様な

生息・生育環境がつくりだされてきた結果、現在、知られているものだ

けで 9 万種以上、まだ知られていないものを含めると 30 万種を超える

生きものがいると推定されています。固有種の比率が先進国の中では極

めて高く、陸に棲む哺乳類の約 4 割（海に棲む哺乳類も含めると３割）、

両生類の約 8 割が固有種です。先進国で唯一野生のサルが生息している

ことも、わが国の豊かな自然環境を物語っています。また、里地里山や

農地など人が手を入れることにより特有の自然環境が形成されてきた地

域が広がっていることも、わが国の生物多様性を豊かなものとしていま

す。さらに、わが国はアジア地域とのつながりが特に大きく、大陸との

接続と分断が繰り返されてきたことで、氷河期に大陸から移動し現在も

わが国で生き残っている種や、独自の進化を遂げた種が見られます。こ

のほか、アジアを中心とする国々の国境を越えて行き来する渡り鳥など

は、日本を繁殖地や越冬地として利用しています。

侵略的外来種の分布拡大による生物多様性への影響は、日本でも深刻な問題
となっています。平成 23年に世界自然遺産に登録された小笠原諸島は、ほか
の陸地と一度もつながったことがない海洋島で、独特の進化を遂げた多くの
固有種が生息・生育しています。しかし、グリーンアノールなどの外来種に
よるこれらの種の捕食が生態系に大きな影響を与えていました。世界自然遺
産への登録にあたっては、こうした外来種の駆除など地域住民を始めとする
様々な主体の連携による保全管理の成果が高く評価をされました。

外来種対策が評価された
小笠原諸島の世界自然遺産登録トキは日本では 1981 年に野生絶滅しましたが、1999 年に中国から譲り受

けた同種から繁殖させて数を増やし、2008 年に新潟県の佐渡島で放鳥を開
始しました。2012 年には放鳥したトキが野生下での繁殖に成功し、38 年
ぶりとなるヒナの巣立ちが確認されました。トキは水田を中心とする里地里
山で暮らす鳥で、地域の人々が協力した野生復帰の取組は、自然と共生した
地域づくりのシンボルとなっています。

トキ野生復帰の取組

出典：IUCN、Global Amphibian Assessment (GAA)
より環境省作成

※海棲哺乳類を含む
出典：IUCN、Global Mammal Assessment (GMA) より環境省作成
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日本では、人間による自然への働きかけが縮小することによる生物多様性へ
の影響が問題となっています。燃料としての木材利用の減少などの資源利用
の変化や、山林や田畑の手入れの担い手の減少・高齢化等に伴い里地里山な
どが利用されなくなった結果、人が手を入れることによって維持されてきた
二次的な自然環境に特有の生きものが絶滅の危機に瀕しています。また、近
年ではシカやイノシシなどの分布が拡大し、生態系への影響や農林業への被
害が深刻化しています。

自然への働きかけの縮小

放鳥されたトキ（新潟県佐渡島）

ニホンアマガエル

ニホンザル

人と自然が共生する島－日本－
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※耕地であったもので、過去1年間以上作物を栽培せず、数年の間に再び耕作するはっきりし
た意思のみられない土地

出典：農林水産省、農業センサス累年統計書
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小笠原固有種オガサワラゼミを捕食するングリーンアノール

谷沿いに広がる棚田（新潟県） 群生するエダサンゴ（沖縄県）
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